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で
、
作
品
の
搬
入
・
搬
出
が
で
き

る
方

　

申
し
込
み
は
４
月　

日
（
水
）

３０

ま
で
に
（
消
印
有
効
）、
往
復
は
が

き（
一
人
１
枚
）

に
住
所
・
氏
名

（
団
体
の
場
合

は
団
体
名
と
代

表
者
氏
名
）・
電

話
番
号
・
作
品

の
種
類
を
記
入

の
上
（
返
信
用

に
も
あ
て
名
を

書
い
て
）、〒
２

０
３
―
８
５
５
５
、
市
役
所
生
涯

学
習
課
あ
て
郵
送
を
。

　

詳
し
く
は
同
課
生
涯
学
習
係�

４
７
０
・
７
７
８
４
へ
。

　
【
発
行
日
】
３
月　

日
２８

　
【
主
な
内
容
】特
集
＝
一
人
で
悩

ま
な
い
で
！　

パ
ー
ト
･
派
遣
ト

ラ
ブ
ル
解
決
法
▽
ト
ッ
プ
・
イ
ン

タ
ビ
ュ
ー
＝
木
山
裕
策
さ
ん
（
家

族
へ
の
思
い
を
歌
に
の
せ
て
〜
世

界
で
ひ
と
つ
だ
け
Ｍ
ｙ　

ｓ
ｗ
ｅ

ｅ
ｔ　

ｈ
ｏ
ｍ
ｅ
〜
）
▽
情
報
ホ

ッ
ト
ラ
イ
ン
＝
男
女
平
等
推
進
セ

ン
タ
ー
所
蔵
図
書
の
書
評
と
主
催

　

地
域
の
青
少
年
の
余
暇
活
動
に

利
用
で
き
る
「
あ
そ
び
」
の
講
義

と
実
技
指
導
を
し
ま
す
。

　
【
日
程
・
内
容
】
全
９
回
。
い
ず

　

パ
ー
ト
・
派
遣
・
契
約
と
い
っ

た
非
正
規
で
働
く
方
た
ち
の
生
活

や
雇
用
を
「
ル
ポ　

正
社
員
に
な

り
た
い
〜
娘
・
息
子
の
悲
惨
な
職

場
〜
」（
２
０
０
７
日
本
労
働
ペ
ン

ク
ラ
ブ
賞
受

賞
）
に
著
し
た

元
非
正
規
雑
誌

記
者
の
小
林
氏

の
話
を
お
聞
き

し
ま
す
。
非
正
規
雇
用
の
あ
り
方

や
正
社
員
に
及
ぶ
深
刻
な
問
題
と

は
…
。

　
【
日
時
】
５
月　

日
（
土
）
午
後

２４

７
時
〜
９
時

　
【
会
場
】男
女
平
等
推
進
セ
ン
タ

　

容
器
包
装
リ
サ
イ
ク
ル
法
施
行

規
則
の
改
正
に
伴
い
、
４
月
か
ら

新
た
に
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
と
し
て
回

　

市
で
は
、
東
久
留
米
駅
構
内
に

市
民
の
皆
さ
ん
が
作
品
を
発
表
す

る
場
「
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
」
を
開

設
し
て
い
ま
す
。
６
月　

日（
水
）

１８

か
ら
の
展
示
作
品
を
募
集
し
ま
す
。

　
【
作
品
の
種
類
】
絵
画
・
書
・
写

真
・
陶
芸
・
華
道
・
手
芸
等

　
【
作
品
の
大
き
さ
】ギ
ャ
ラ
リ
ー

内
に
展
示
で
き
る
も
の
（
展
示
ス

ペ
ー
ス
全
面
＝
縦　��
×
横
１

７０

８
０�
�
×
奥
行
き　
�
�
以

２５

内
）

　
【
展
示
期
間
】
２
週
間
（
展
示
時

期
は
抽
選
）

　
【
応
募
資
格
】
市
内
在
住
・
在
勤
・

在
学
の
個
人
お
よ
び
市
内
の
団
体

　

消
防
法
第
８
条
に
基
づ
き
、
一

定
規
模
以
上
の
人
員
を
収
容
す
る

建
物
ま
た
は
施
設
の
所
有
者
等

（
所
有
･
占
有
･
管
理
）
は
、
本

人
ま
た
は
監
督
的
な
地
位
に
あ
る

「
一
定
の
資
格
」を
持
つ
方
を「
防

火
管
理
者
」
と
し
て
選
任
し
、
消

　

市
で
は
、
市
内
の
経
営
者
（
金

融
保
険
業
・
不
動
産
業
・
風
俗
営

業
を
除
く
）
に
低
利
率
で
融
資
を

あ
っ
せ
ん
し
て
い
ま
す
（
左
表
参

照
）。利
用
者
の
負
担
を
軽
減
す
る

た
め
、
利
子
お
よ
び
信
用
保
証
料

の
一
部
を
市
が
助
成
し
て
い
ま
す

（
左
表
「
利
率
」
欄
参
照
）。

分
別
に
ご
協
力
を
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ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
回
収
品
目
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　

追追追追追追追追追追追追追追追追追追追追追
加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加
追
加
さ
れ
ま
す

●飲料・酒類　●しょうゆ　●本みりん

●しょうゆ加工品…（例）めんつゆ、ポン酢、すき焼
きのたれ、浅漬けのもと等

●みりん風調味料

●食酢…（例）醸造酢（米酢、米黒酢、大麦黒酢）、

果実酢（りんご酢、ぶどう酢）、合成酢

●調味酢…（例）すし酢、甘酢、三杯酢、らっきょう

漬けのもと等

●ドレッシングタイプ調味料…（例）ドレッシングタ

イプ和風調味料等

　※ドレッシング、食用油脂を含むもの、簡易な洗浄で

内容物や臭いを除去できないものは除く。

収
す
る
品
目
が
追
加
さ
れ
ま
し
た
。

　

次
に
掲
げ
る
品
目
は
容
器
包
装

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
で
は
な
く
、
ペ
ッ

ト
ボ
ト
ル
と
し
て
排
出
し
て
く
だ

さ
い
。

　

①
し
ょ
う
ゆ
加
工
品
＝
め
ん
つ

ゆ
、
ポ
ン
酢
、
す
き
焼
き
の
た
れ
、

浅
漬
け
の
も
と
等

　

②
み
り
ん
風
調
味
料

　

③
食
酢
＝
醸
造
酢
（
米
酢
、
米

黒
酢
、
大
麦
黒
酢
）、
果
実
酢
（
り

ん
ご
酢
、
ぶ
ど
う
酢
）、
合
成
酢

　

④
調
味
酢
＝
す
し
酢
、
甘
酢
、

三
杯
酢
、
ら
っ
き
ょ
う
漬
け
の
も

と
等

　

⑤
ド
レ
ッ
シ
ン
グ
タ
イ
プ
調
味

料
＝
ド
レ
ッ
シ
ン
グ
タ
イ
プ
和
風

調
味
料
等

　

※
ド
レ
ッ
シ
ン
グ
は
今
回
の
対

象
か
ら
除
外
し
ま
す
。

　

※
食
用
油
脂
を
含
む
も
の
、
簡

易
な
洗
浄
で
内
容
物
や
臭
い
を
除

去
で
き
な
い
も
の
も
対
象
か
ら
除

外
し
ま
す
。

　

排
出
す
る
際
は
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

マ
ー
ク
（
上
図
参
照
）
を
ご
確
認

く
だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
ご
み
対
策
課�
４
７

３
・
２
１
１
７
へ
。

このマークが
目印です！

ペットボトル回収品目

　

◆
楊
名
時
（
よ
う
め
い
じ
）
気

功
太
極
拳
（
成
美
会
）　

毎
週
木

曜
日
の
午
前　

時
〜　

時
半
、
成

１０

１１

美
教
育
文
化
会
館
で
。
会
費
月
２

０
０
０
円
。
無
料
体
験
、
見
学
可
。

詳
し
く
は
船
尾�
４
７
２
・
７
７

４
５
へ
。

　

◆
日
本
空
手
協
会
東
久
留
米
教

室　

毎
週
日
曜
日
、
午
前　

時
か

１０

ら
、
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
ほ
か
で
。

入
会
金
５
０
０
０
円
、
会
費
高
校

生
ま
で
が
月
３
５
０
０
円
、
大
人

が
月
４
０
０
０
円
（
家
族
割
引
あ

り
）。
詳
し
く
は
後
藤�
０
８
０
・

５
６
５
４
・
４
９
３
４
へ
。

　

◆
ヨ
ー
ガ
の
会
プ
ラ
ザ　

月
４

回
、
金
曜
日
の
午
前　

時
〜
正
午
、

１０

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ホ
ー
ル
東
本
町
で
。

入
会
金
１
０
０
０
円
、
会
費
月
３

５
０
０
円
。
初
心
者
歓
迎
、
無
料

体
験
あ
り
。
詳
し
く
は
磯
貝�
４

７
７
・
１
９
２
６
へ
。

　

◆
テ
ニ
ス
サ
ー
ク
ル
ア
ッ
プ
ル

　

毎
週
日
曜
日
、
各
市
営
コ
ー
ト

で
。
会
費
１
回
２
０
０
円
。　

歳
２０

〜　

歳
の
中
級
以
上
の
方
。
詳
し

５０
く
は
池
田�
０
９
０
・
７
２
４
９
・

３
０
３
６
へ
。

　

◆
社
交
ダ
ン
ス
（
ダ
ン
ス
サ
ー

ク
ル
ひ
ま
わ
り
）　

月
４
回
、
土

曜
日
の
午
前　

時
半
〜
午
後
零
時

１０

半
、
ダ
ン
ス
ス
タ
ジ
オ
フ
ォ
ー
ラ

ム
（
東
本
町　

）
で
。
入
会
金
１

１４

０
０
０
円
、
会
費
月
３
０
０
０
円
。

プ
ロ
講
師
の
指
導
あ
り
。
少
し
踊

れ
る
方
。
詳
し
く
は
渡
部
（
わ
た

な
べ
）�
４
７
４
・
７
２
０
６
へ
。

　

◆
育
児
サ
ー
ク
ル　

お
ひ
さ
ま

号　

毎
月
第
１
・
第
３
金
曜
日
の

午
前　

時
半
〜
正
午
ご
ろ
、
小
山

１０

児
童
学
園
ほ
か
で
。
会
費
月
２
０

０
円
、
保
険
代
年
５
０
０
円
。
未

就
園
児
対
象
。
外
遊
び
中
心
、
季

節
行
事
あ
り
。
詳
し
く
は
山
崎�

０
９
０
・
４
５
２
１
・
６
５
３
８
へ
。

　

◆
早
朝
の
健
康
体
操
（
下
谷
公

園
体
操
会
）　

毎
朝
６
時
５
分
〜

６
時　

分
、
大
門
中
学
校
校
庭
で
。

４０

会
費
年
１
０
０
０
円
。
ス
ト
レ
ッ

チ
、
ラ
ジ
オ
体
操
、
中
国
体
操
ほ

か
。
見
学
自
由
。
詳
し
く
は
池
浦

�
０
９
０
・
８
７
７
９
・
０
３
３

４
へ
。

　

◆
歌
謡
吟
詠
（
き
ん
れ
い
）　

毎
月
第
４
金
曜
日
、
午
後
２
時
〜

４
時
、
中
央
公
民
館
ほ
か
で
。
入

会
金
１
０
０
０
円
、
会
費
月
１
５

０
０
円
。
見
学
自
由
。
詳
し
く
は

横
山�
４
７
４
・
５
５
６
７
へ
。

　

◆
ヒ
ッ
プ
ホ
ッ
プ
ダ
ン
ス
の
練

習
（
ダ
ン
ス
ク
ラ
ブ
Ｂ
Ｓ
Ｄ
）　

毎
週
金
曜
日
の
午
後
８
時
半
〜　
１０

時　

分
、
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
で
。

５０
会
費
１
回
１
０
０
０
円
。
社
会
人

〜
年
配
者
で
初
心
者
対
象
に
練
習

し
て
ま
す
。
詳
し
く
は
井
上�
０

９
０
・
３
６
９
５
・
６
０
７
４
へ
。

　

◆
居
合
道
（
正
剣
會
）　

毎
週

土
曜
・
日
曜
日
、
午
後
４
時
半
〜

６
時
半
、
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
ほ

か
で
。
入
会
金
１
０
０
０
円
、
会

費
月
１
５
０
０
円
。　

歳
以
上
で

１８

長
期
続
け
ら
れ
る
方
、
初
心
者
歓

迎
。詳
し
く
は
早
乙
女�
４
７
１
・

４
５
２
０
へ
。

　

◆
社
交
ダ
ン
ス
（
あ
ず
き
会
）

　

毎
週
木
曜
日
の
夜
間
、
中
央
町

地
区
セ
ン
タ
ー
で
。
入
会
金
２
０

０
０
円
、
会
費
月
１
０
０
０
円
。

初
心
者
、
団
塊
世
代
の
方
歓
迎
。

詳
し
く
は
木
村�
４
７
６
・
３
５

３
８
へ
。

　

◆
か
ん
た
ん
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス　

毎
週
金
曜
日
の
午
前　

時
〜　

時

１０

１１

半
、
西
部
地
域
セ
ン
タ
ー
で
。
入

会
金
１
０
０
０
円
、
会
費
１
回
５

０
０
円
。　

歳
〜　

歳
。
初
心
者

３０

６０

歓
迎
、
無
料
体
験
あ
り
。
詳
し
く

は
栗
田�
４
５
９
・
１
２
１
２
へ
。

　

◆
大
東
流
合
気
柔
術　

毎
週
①

土
曜
日
の
午
後
６
時
半
〜
８
時
半

が
南
沢
会
館
（
多
門
寺
境
内
）
②

日
曜
日
の
午
後
４
時
半
〜
６
時
半

が
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
で
。
会
費

月
３
０
０
０
円
、
女
性
と
学
生
は

１
０
０
０
円
。
小
学
４
年
生
以
上
。

詳
し
く
は
進
藤�
４
７
０
・
１
２

３
７
へ
。

　

◆
カ
ラ
オ
ケ
（
さ
つ
き
会
）　

原
則
月
４
回
、
金
曜
日
の
午
後
７

時
〜
９
時
半
、
中
央
公
民
館
ほ
か

で
。
入
会
金
１
０
０
０
円
、
会
費

月
１
０
０
０
円
。
見
学
自
由
。
詳

し
く
は
茂
木
（
も
て
ぎ
）�
４
７

３
・
２
１
０
６
へ
。

　

◆
東
久
留
米
市
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

連
盟　

毎
週
土
曜
・
日
曜
日
の
午

前
中
、
滝
山
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
で
。

会
費
年
８
０
０
０
円
（
学
生
は
４

０
０
０
円
）。ジ
ュ
ニ
ア
講
習
は
要

問
い
合
わ
せ
。
詳
し
く
は
井
部�

４
７
５
・
８
２
７
９
へ
。

　

◆
洋
裁
（
モ
ー
ド
サ
ロ
ン
）　

毎
週
火
曜
・
水
曜
日
の
午
前
９
時

半
〜
午
後
零
時
半
ま
た
は
午
後
１

時
半
〜
５
時
。
東
部
地
域
セ
ン
タ

ー
で
。
会
費
３
０
０
０
円
か
ら
。

着
物
か
ら
ド
レ
ス
等
を
作
り
ま
す
。

洋
裁
一
般
も
あ
り
。
詳
し
く
は
森

�
４
７
３
・
８
３
１
１
へ
。

　

◆
英
会
話
（
ジ
ョ
イ
フ
ル
イ
ン

グ
リ
ッ
シ
ュ
）　

月
３
回
、
木
曜

日
の
午
前　

時
〜
正
午
、
中
央
公

１０

民
館
ほ
か
で
。
会
費
月
３
０
０
０

円
。　

歳
以
上
。
中
学
２
年
生
程

６０

度
以
上
の
方
対
象
。
詳
し
く
は
小

林�
４
５
０
・
１
２
２
０
へ
。

　

◆
少
年
軟
式
野
球
（
東
久
留
米

ラ
イ
オ
ン
ズ
）　

毎
週
土
曜
・
日

曜
日
、
祝
日
の
午
後
１
時
か
ら
、

滝
山
グ
ラ
ウ
ン
ド
ほ
か
で
。
会
費

月
２
０
０
０
円
。
野
球
好
き
の
中

学
生
。
新
１
年
生
も
募
集
中
。
詳

し
く
は
紙
谷
（
か
み
や
）�
４
７

５
・
３
９
１
２
へ
。

　

◆
公
開
観
察
会
「
八
国
山
」
―

里
山
の
新
緑
を
訪
ね
る
―
（
東
久

留
米
自
然
友
の
会
）　

５
月　

日
２２

（
木
）
午
前　

時
西
武
新
宿
線
東

１０

村
山
駅
西
口
集
合
。
雨
天
中
止
。

参
加
費
２
０
０
円（
保
険
代
）。
４

月　

日
（
水
）
ま
で
に
往
復
は
が

３０
き
で
、
〒
２
０
３�
０
０
５
２
、

幸
町
５
ノ
７
ノ
４
、
須
藤
秀
一
あ

て
申
し
込
み
を
。
詳
し
く
は
須
藤

�
４
７
１
・
４
０
１
５
へ
。

　

◆
「
春
こ
も
の
展
」
手
づ
く
り

ク
ラ
フ
ト
マ
ー
ケ
ッ
ト
（
ク
リ
ス

マ
ス
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
会
）　

４
月

　

日
（
土
）
〜　

日
（
月
）
午
前

２６

２８

　

時
〜
午
後
４
時
、
ミ
ニ
ギ
ャ
ラ

１０リ
ー
「
ハ
ー
ト
・
ク
ロ
ー
ゼ
ッ
ト
」

（
東
本
町　

）
で
。
入
場
無
料
。

１５

詳
し
く
は
本
多�
４
７
３
・
３
６

４
８
へ
。

　

◆
柳
窪
五
月
人
形
・
鯉
の
ぼ
り
・

餅
つ
き
を
楽
し
む
会
（
柳
窪
の
環

境
・
景
観
の
保
全
を
考
え
る
会
）

　

５
月
３
日
（
祝
）
午
前　

時
と

１０

午
後
１
時
半
か
ら
（
雨
天
の
場
合

は
５
月
４
日
）。集
合
は
柳
窪
野
球

広
場
、
会
場
は
柳
窪
旧
集
落
旧
家
。

参
加
費
小
学
生
以
下
は
２
０
０
円
、

中
学
生
以
上
は
３
０
０
円
（
餅
代

含
む
）。小
学
３
年
生
以
下
は
要
保

護
者
同
伴
。
詳
し
く
は
奥
住�
４

７
１
・
４
６
４
１
へ
。

　

◆
春
の
柳
窪
旧
集
落
・
民
家
・

柳
窪
囃
子
（
は
や
し
）
特
別
見
学

会
（
東
久
留
米
の
水
と
景
観
を
守

る
会
）　

４
月　

日
（
金
）
午
前

２５

　

時
と
午
後
１
時
か
ら
。
柳
窪
一

１０丁
目
バ
ス
停
集
合
。
参
加
費
５
０

０
円（
資
料
代
）。
定
員
先
着
各　
２５

人
。
往
復
は
が
き
で
、
〒
２
０
３

�
０
０
４
４
、
柳
窪
２
ノ　

ノ
６
、

１１

奥
住
あ
て
申
し
込
み
を
。
詳
し
く

は
佐
藤�
４
７
２
・
６
６
４
８
へ
。

　

◆
歌
謡
発
表
会
（
歌
謡
教
室
ふ

る
さ
と
連
合
会
）　

４
月　

日
２３

（
水
）
午
前　

時
〜
午
後
５
時
、

１０

西
部
地
域
セ
ン
タ
ー
で
。
入
場
無

料
。
詳
し
く
は
小
鮒�
４
７
３
・

８
１
０
８
へ
。

　

◆
無
料
体
験
フ
ラ
＆
タ
ヒ
チ
ア

ン
ダ
ン
ス（
フ
ラ
ダ
ン
ス
カ
プ
ア
）

　

４
月　

日
（
土
）
午
前　

時　

２６

１０

１５

分
か
ら
が
一
般
対
象
、
ス
ペ
ー
ス

１
０
５
、
午
後
３
時
半
か
ら
が
親

子
対
象
、
清
瀬
市
民
セ
ン
タ
ー
会

議
室
で
。
初
め
て
の
方
。
詳
し
く

は
ス
ズ
キ�
０
８
０
・
３
４
４
６
・

８
６
４
８
へ
。

　

◆
健
康
マ
ー
ジ
ャ
ン
大
会
（
東

久
留
米
い
き
い
き
健
康
麻
将
倶
楽

部
）　

４
月　

日
（
祝
）
午
前　

２９

１０

時
と
午
後
３
時
か
ら
、
各
３
時
間
、

市
民
プ
ラ
ザ
会
議
室
で
。
参
加
費

１
５
０
０
円
。
先
着
順
。
点
数
計

算
は
で
き
な
く
て
も
可
。
４
月　
１５

日
（
火
）
か
ら
要
申
し
込
み
。
詳

し
く
は
杉
浦�
０
８
０
・
１
３
５

３
・
８
６
１
６
へ
。

　

◆
社
交
ダ
ン
ス
・
フ
リ
ー
・
パ

ー
テ
ィ
（
ス
ー
ベ
ニ
ー
ル
Ⅱ
）　

月
１
回
、
火
曜
日
午
後
６
時
半
〜

８
時
半
、
主
に
東
部
地
域
セ
ン
タ

ー
で
。
５
月
は
６
日（
休
）。
参
加

費
５
０
０
円（
飲
み
物
付
き
）。
要

電
話
申
し
込
み
。
定
員
制
限
あ
り
。

ペ
ア
お
断
り
。
詳
し
く
は
三
浦�

４
７
７
・
３
６
３
９
へ
。

　

◆
第
３
回
団
塊
サ
ロ
ン
（
団
塊

く
る
ね
っ
と
）　

４
月　

日
（
土
）

１９

午
後
２
時
〜
４
時
半
、
市
役
所
１

階
屋
内
ひ
ろ
ば
で
。
参
加
費
１
０

０
円
。
市
内
の
情
報
提
供
や
ク
イ

ズ
等
で
団
塊
世
代
の
地
域
デ
ビ
ュ

ー
を
応
援
し
ま
す
。
詳
し
く
は
大

森�
４
７
６
・
１
７
３
３
へ
。

　

◆
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
日
本
語
指

導
者
を
募
集
（
外
国
人
の
た
め
の

東
久
留
米
に
ほ
ん
ご
ク
ラ
ス
）　

毎
月
第
１
〜
第
３
火
曜
日
の
午
後

７
時
〜
８
時
半
（
子
ど
も
ク
ラ
ス

は
昼
間
）、
市
民
プ
ラ
ザ
ホ
ー
ル
で
。

会
費
月
３
０
０
円
。
資
格
不
問
。

詳
し
く
は
武
貞（
た
け
さ
だ
）�
０

９
０
・
５
２
０
０
・
８
９
７
０
へ
。

　

◆
出
前
紙
芝
居
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

（
さ
つ
き
会
）　

平
日
の
午
前
ま
た

は
午
後
に
１
人
か
２
人
で
活
動
で

き
る
方
、
高
齢
者
施
設
や
学
童
保

育
で
活
動
。
浪
曲
、
三
味
線
、
詩

吟
も
や
っ
て
い
ま
す
。
や
り
方
は

教
え
ま
す
。詳
し
く
は
新
堀（
に
い

ぼ
り
）�
４
７
４
・
７
２
０
７
へ
。

作
品
を
展
示
し
て
み
ま
せ
ん
か
！

　

東
久
留
米
駅
構
内

   　
　

市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー

新
規
講
習

　
【
対
象
･
定
員
】
市
内
在
住
・
在

勤
の
方　

人
５０

　
【
参
加
費
】
無
料
（
テ
キ
ス
ト
代

は
実
費
）

　

申
し
込
み
は
４
月　

日（
水
）〜

１６

　

日
（
金
）
に
、
写
真
２
枚
（
脱

２５帽
･
無
背
景
、縦
３��
×
横
２
・

４��
）と
認
め
印
を
持
参
し
、直

接
同
署
予
防
課
指
導
調
査
係
へ
。

　

詳
し
く
は
同
係�
４
７
１
・
０

１
１
９
へ
。

青
少
年
育
成
講
座
「
あ
そ
び
塾
」

　
　
　

塾
生
を
募
集
し
ま
す
！

れ
も
水
曜
日
の
午
後
７
時
〜
９
時
。

①
５
月　

日
＝
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

２１

ョ
ン
ゲ
ー
ム
②
６
月　

日
＝
簡
単

１８

に
で
き
る
マ
ジ
ッ
ク
③
７
月　

日
１６

＝
伝
承
あ
そ
び
④
９
月　

日
＝
押

１７

し
花
絵
⑤　

月　

日
＝
じ
ゃ
ん
け

１０

１５

ん
ゲ
ー
ム
オ
ン
パ
レ
ー
ド
⑥　

月
１１

　

日
＝
簡
単
に
で
き
る
マ
ジ
ッ
ク

１９⑦　

月　

日
＝
折
り
紙
⑧　

年
１

１２

１７

２１

月　

日
＝
折
り
紙
⑨　

年
２
月　

２１

２１

１８

日
＝
ク
ラ
フ
ト
・
ま
と
め

　
【
会
場
】市
役
所
７
階
７
０
１
会

議
室

　
【
対
象
】　１８

歳
以
上
で
市

内
在
住
・
在

勤
・
在
学
の

方
　
【
講
師
】東

京
都
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
協
会
公
認
講
師
お
よ

び
市
民
大
学
講
師
、
⑨
は
自
主
活

動
　
【
定
員
】　

人
（
応
募
者
多
数
の

３０

場
合
は
抽
選
）

　
【
受
講
料
】
１
８
０
０
円
（
保
険

料
・
材
料
費
な
ど
）

　

申
し
込
み
は
５
月
２
日
（
金
）

ま
で
に
電
話
で
生
涯
学
習
課
生
涯

学
習
係�
４
７
０
・
７
７
８
４
ま

た
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
電
子
申

請
で
。

　

詳
し
く
は
同
係
へ
。

ー
会
議
室

　
【
講
師
】労
働
経
済
ジ
ャ
ー
ナ
リ

ス
ト
の
小
林
美
希
氏

　
【
定
員
】
先
着　

人
２４

　
【
参
加
費
】
無
料

　

※
２
歳
〜
未
就
学
児
の
保
育
あ

り
。
４
月　

日
（
水
）
〜
５
月　

１６

１５

日
（
木
）
に
要
予
約
。

　

申
し
込
み
は
４
月　

日
（
水
）

１６

〜
５
月　

日
（
木
）
に
氏
名
・
電

２２

話
番
号
（
フ
ァ
ク
ス
番
号
）・
保
育

が
必
要
な
方
は
お
子
さ
ん
の
氏
名

と
年
齢
を
記
入
の
上
、
フ
ァ
ク
ス

ま
た
は
電
話
で
同
セ
ン
タ
ー�
４

７
２
・
０
０
６
１
（
フ
ァ
ク
ス
４

７
２
・
０
０
５
３
）
へ
（
火
曜
日

休
館
）。

　

詳
し
く
は
同
セ
ン
タ
ー
へ
。

講
座
レ
ポ
ー
ト
▽
気
に
な
る
ワ
ー

ド
＝
「
エ
ン
パ
ワ
ー
メ
ン
ト
」
▽

同
セ
ン
タ
ー
の
利
用
・
相
談
案
内

▽
カ
セ
ッ
ト
テ
ー
プ
版
「
と
き
め

き
」
発
行
の
お
知
ら
せ
な
ど

　
【
配
付
場
所
】
市
民
プ
ラ
ザ
窓
口
、

男
女
平
等
推
進
セ
ン
タ
ー
、
市
内

公
共
施
設
、
金
融
機
関
の
窓
口
等

　

詳
し
く
は
生
活
文
化
課�
４
７

０
・
７
７
３
８
へ
。

防
火
管
理
者
資
格
講
習
会

５
月　

日
（
火
）・　

日
（
水
）

20

21

防
署
長
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
こ
の
「
一
定
の
資
格
」

の
１
つ
が
防
火
管
理
者
資
格
講
習

を
修
了
す
る
こ
と
で
す
。

　

東
久
留
米
消
防
署
で
は
、
防
火

管
理
者
資
格
講
習
会
を
次
の
通
り

実
施
し
ま
す
。

　
【
対
象
と
な
る
建

物
ま
た
は
施
設
】
①

店
舗
、
飲
食
店
、
病

院
な
ど
で
収
容
人
員

が　

人
以
上
の
施
設

３０

②
共
同
住
宅
、
事
務
所
な
ど
で
収

容
人
員　

人
以
上
の
施
設

５０

　
【
日
時
】
５
月　

日
（
火
）・　

２０

２１

日
（
水
）
の
２
日
間
、
い
ず
れ
も

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

　
【
会
場
】
東
久
留
米
消
防
署

　
【
講
習
の
種
類
】甲
種
防
火
管
理
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市
内
に
お
茶
畑
が
あ
る
の
を

ご
存
じ
で
す
か
。「
小
山
茶
園
」

は
、
市
の
北
部
小
山
地
域
に
広

が
る
「
小
山
緑
地
保
全
地
域
」

の
一
角
に
あ
り
ま
す
。
小
山
茶

園
サ
ポ
ー
タ
ー
ズ
ク
ラ
ブ
は　
１６

年
５
月
に
小
山
の
自
然
を
愛
す

る
市
民
の
皆
さ
ん
が
集
ま
り
、

結
成
さ
れ
ま
し
た
。
お
い
し
い

お
茶
を
い
た
だ
く
た
め
に
は
、

早
春
か
ら
晩
秋
ま
で
、
手
入
れ

が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
メ
ン
バ
ー

で
あ
る
市
民
や
近
隣
住
民
の
皆

さ
ん
の
手
に
よ
っ
て
、
数
年
で

お
い
し
い
東

久
留
米
の
お

茶
を
い
た
だ

く
こ
と
が
で

き
る
ま
で
に

な
り
ま
し
た
。

　

当
ク
ラ
ブ

で
は
、
茶
園

の
管
理
を
す

る
だ
け
で
な

く
、
お
茶
摘

み
や
茶
園
見

学
、
お
茶
を

使
っ
た
料
理

教
室
な
ど
楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
も

行
っ
て
い
ま
す
。
興
味
の
あ
る

方
は
ぜ
ひ
ご
入
会
く
だ
さ
い
。

　
【
活
動
期
間
等
】　

月
ま
で
月

１０

１
回
、
土
曜
日
の
午
前
中
２
時

間
程
度

　

※
次
回
の
活
動
は
５
月　

日
１０

（
土
）
で
す
。

　
【
費
用
】　

年
度
ボ
ラ
ン
テ
ィ

２０

ア
保
険
３
０
０
円

　

申
し
込
み
は
４
月
中
に
電
話

で
生
活
文
化
課�
４
７
０
・
７

７
３
８
へ
。

　

詳
し
く
は
同
課
へ
。

小口零細企業資金融資制度一覧
４月１日現在

融資期間利　率融資
限度額融資対象融　資　要　件制度・条件

５年以内

（据置６カ月

を含む）

２．２７５％

本人

１．１７５％

市支給

１．１００％

５００万円

※

事業に必要な

原材料の仕入

金および給料

の支払いに必

要な資金等の

流動的な資金

①小規模企業者であること

②個人の場合は、市内に引き続き１年以上住所

を有し、かつ事業所を市内または隣接５市（小平、

東村山、清瀬、西東京、新座）に有すること。　

法人の場合は、市内に引き続き１年以上本店所

在地を有すること

③同一事業を引き続き１年以上営んでいること

④市税の納税義務者であって、納付すべき市税

（市・都民税または法人市民税・固定資産税・

国民健康保険税）、事業税および所得税または法

人税を完納していること

⑤適切な事業計画を有し、返済見込みが確実で

あること

⑥東京信用保証協会の信用保証を得られること

⑦法人の場合は、企業経営上の代表者の連帯保

証人（１人）を付けること。

運転資金

小
口
零
細
企
業
資
金
融
資

７年以内

（据置６カ月

を含む）

７００万円

※

店舗、工場また

は倉庫の増改

築および機械

器具等の購入

に必要な資金

設備資金

５年以内

（据置６カ月

を含む）

２．２７５％

本人

０．７７５％

市支給

１．５００％

５００万円

※

運転資金とし

て使用し、事業

に必要な原材

料の仕入金お

よび給料の支

払いに必要な

資金等の流動

的な資金

上記①・②・③・④・⑤・⑥・⑦および最近３

カ月間または１年間の売上高（生産高）が、前

３年のいずれかの同期と比較して１０％以上減少

していること。

不況対策
緊急資金

※申し込み時点で、申込金額と信用保証協会の保証付融資残高との合計が１，２５０万円以下であること。返済方法は、割賦償

還によるものとし、融資期間が６カ月以内の場合は、一括償還も可とします。利率の適用は融資実行年月日の該当する年度

となります。

ご
利
用
く
だ
さ
い
！

各
種
資
金
融
資
制
度
の
ご
案
内

　

な
お
、
利
用
の
際
は
申
し
込
み

受
け
付
け
後
に
書
類
の
審
査
と
実

質
調
査
を
行
い
ま
す
。
融
資
ま
で

に
４
週
間
前
後
か
か
り
ま
す
。
早

め
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
【
ご
注
意
】利
率
は
年
度
ご
と
に

更
新
す
る
た
め
、
４
月
１
日
か
ら

新
た
な
利
率
を
適
用
し
て
い
ま
す

新
た
な
融
資
制
度
を 

創

設

し

ま

し

た

　

４
月
１
日
か
ら
従
来
の
融
資
制

度
に
加
え
、
小
口
零
細
企
業
資
金

融
資
制
度
を
創
設
し
ま
し
た
（
表

１
参
照
）。

　

●
小
口
零
細
企
業
資
金
融
資
制

度
＝　

年　

月
か
ら
導
入
さ
れ
た

１９

１０

責
任
共
有
制
度
の
影
響
を
避
け
る

た
め
、
国
の
全
国
統
一
保
証
制
度

（
小
口
零
細
企
業
保
証
制
度
）
に

準
拠
し
た
融
資
制
度
で
す
。
小
規

模
企
業
者
を
対
象
と
し
、
一
定
の

要
件
を
満
た
す
こ
と
で
貸
し
出
す

こ
と
が
で
き
ま
す

　

●
責
任
共
有
制
度
と

は
＝
保
証
協
会
に
よ
り
原
則
１
０

０�
保
証
で
あ
っ
た
融
資
に
つ
い

て
、　

年　

月
か
ら
、
金
融
機
関

１９

１０

が
一
定
の
リ
ス
ク
を
負
う
こ
と
な

り
ま
し
た
。
金
融
機
関
は
貸
し
倒

れ
等
の
リ
ス
ク
か
ら
、
融
資
の
審

査
が
厳
し
く
な
る
こ
と
が
予
想
さ

れ
ま
す

　

●
小
規
模
企
業
者
と
は
＝
中
小

企
業
信
用
保
険
法
（
昭
和　

年
法

２５

律
第
２
６
４
号
）
第
２
条
第
２
項

に
定
め
る
企
業
者
の
こ
と
を
い
い

ま
す

　

●
一
定
の
要
件
と
は
＝
①
小
規

模
企
業
者
で
あ
る
こ
と
②
申
し
込

み
時
点
で
、
申
込
金
額
と
信
用
保

中小企業資金融資制度一覧
４月１日現在

融資期間利率融資
限度額融資対象融資要件制度・条件

５年以内
（据置３カ月
を含む）

２．２７５％

本人
１．１７５％
市支給
１．１００％

５００万円

事業に必要な原材料の仕入金およ

び給料の支払いに必要な資金等の

流動的な資金

①個人の場合は、市内に引き続き１年以上住所を有し、

かつ事業所を市内または隣接５市（小平、東村山、清

瀬、西東京、新座）に有すること。法人の場合は、市

内に引き続き１年以上本店所在地を有すること

②同一事業を引き続き１年以上営んでいること

③市税の納税義務者であって、納付すべき市税（市・都

民税または法人市民税・固定資産税・国民健康保険税）、

事業税および所得税または法人税を完納していること

④適切な事業計画を有し、返済見込みが確実であるこ

と

⑤東京信用保証協会または東京都農業信用基金協会

の信用保証を得られること

⑥法人に限り、企業経営上責任ある役員（１人）の連

帯保証を要すること

運転資金

中
小
企
業
資
金
融
資

７年以内
（据置６カ月
を含む）

７００万円
店舗、工場または倉庫の増改築およ

び機械器具等の購入に必要な資金
設備資金

６カ月以内
（据置なし）

２００万円
従業員の夏季または冬季の一時金

支払いに必要な資金

ボーナス
資金

８年以内
（据置１年
を含む）

７００万円
工場等において、公害防止に必要な

設備を行うための資金

公害防止
設備資金

１０年以内
（据置１年
を含む）

３，０００万円

街路灯、アーケード、駐車施設、従

業員厚生施設、その他共同事業に必

要な資金

商店街
振興資金

５年以内
（据置６カ月
を含む）

３００万円

事業を新規に開始（事業を開始して

１年未満の方も含む）する際、必要

な原材料および商品の仕入金なら

びに給料の支払いに必要な資金等

の流動的な資金

上記③・④・⑤・⑥および市内に引き続き２年以上住

所を有する方であること。同一企業に５年以上勤務し、

市内で同一事業を営もうとする方、または法律に基づ

く資格を有する方で、その事業を創業する方であるこ

と

新規開業
運転資金

５年以内
（据置１年
を含む）

２．２７５％

本人
０．７７５％
市支給
１．５００％

５００万円

運転資金として使用し、事業に必要

な原材料の仕入金および給料の支

払いに必要な資金等の流動的な資

金

上記①・②・③・④・⑤・⑥および最近３カ月間また

は１年間の売上高（生産高）が、前３年のいずれかの

同期と比較して１０％以上減少していること

緊急資金
不
況
対
策

証
協
会
の
保
証
付
融
資
残
高
と
の

合
計
が
１
２
５
０
万
円
以
下
で
あ

る
こ
と

　

※
一
定
の
要
件
を
満
た
せ
ば
、

従
来
通
り
信
用
保
証
協
会
に
よ
る

１
０
０�
保
証
の
付
い
た
融
資
が

受
け
ら
れ
ま
す
。

ほかに中小企業
資金融資制度
（大規模小売店
舗出店用）もあ
ります！

男
女
共
同
参
画
情
報
誌

男
女
共
同
参
画
情
報
誌

「
と
き
め
き
」
第

　

「
と
き
め
き
」
第　

号号
4040

発
行
し
ま
し
た

　
　
　
　
　
　

発
行
し
ま
し
た

　

詳
し
く
は
産
業
振
興
課
労
政
商
工
係�
４
７
０
・
７
７
４
３
へ
。

力作をお待ちしています！力作をお待ちしています！

４
月
か
ら
の
追
加
回
収
品
目

�
私
た
ち
の
こ
れ
か
ら�
く
ら
し

む
き
と
働
き
方�
P
a
r
t
３

�

　　フィフティ２

　（男女平等推進センター）主催

働くことは生きること
─私は正社員になりたい！

小山茶園小山茶園

サポーターズクラブサポーターズクラブ
メンバー募集

表１

表２

※返済方法は、いずれの制度とも割賦償還。利率の適用は融資実行年月日の該当する年度となります。

お茶づくりに参加しませんかお茶づくりに参加しませんか


